
大
限
関
与
大
閣
時
一
す
一

as-一一個帽殉
a
R
鞠
.
可
《

.
M
一
画
一
自
由
明
ν

事九十ニーさ事き事五宮寛
辛子宮~日一ー・同~寸a 司三匪9 1'日間ヨ

也

醐

鋤

取

得
業
税
に
於
け
る
累
進
課
税

卒
均
生
産
力
識
に
つ
い
て

我
園
以
生
命
保
険
業
の
首
唱
ご
先
駆

経
済
静
飽
き
』
純
済
動
場

温

風

常

山

北
米
合
衆
闘
の
農
業
問
題

景
気
盛
動
ご
日
本
資
本
主
義
の
成
立
・
組
碕
棋
士

明
治
政
府
の
貸
附
金

i

担

2
2

雄

幅

錦

岨

叩

蹴
業
仁
つ
い
て
の
一
管
見
・
・
・
・
・
松
山
中
怖
オ

徳
川
時
代
の
商
人
カ
ル
テ
ル
・

調
遁
信
用
組
合
の
近
状

禁
漁
制
度
に
就

τ

新
地
租
法
案
の
税
率

近
着
外
剛
腕
清
雑
誌
主
要
論
題

神

戸

正

雄

丈
山
中
怖
士
高
田
保
局

三

浦

周

行

米

国

庄

太

郎
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北

串
W，f 

士
出
叩
博
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組
済
事
士

組
前
向
f

イ

朝
出
市
士

-
相
市
川
吊
士

-
相
岬
恥
博
1
1一 鏡

• • 
人

木

芳

之

助

谷

口

吉

彦

吉

川

芳

造

財

郎

静

的

菅

野

和

太

郎

楠

見

一

正

岡

本

清

造

沙

見

三

郎
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首

今
日
何
れ
の
凶
ド
於

τも
農
業
不
振
を
削
っ
て
ゐ
る
o

然的い
Y}
も
品
山
り
不
振
を
以
て
対
期
間
に
一
日
一
己
農
業
生
商

白
倒
、
或
は
農
業
生
産
古
其
仙
山
諸
産
業
己
の
間
心
均
勢
の
推
移
言
解
す
る
な
ら
ば
.
之
セ
ヤ
氾
分
に
説
明
L
得
な

い
で
あ
ら
う
。
否
此
の
農
業
不
振
こ
そ
此
的
問
越
の
更
に
臨
聞
大
に
し
て
深
奥
な
る
を
放
ふ
る
も
の
で
あ
っ

τ、
市

場
生
産
を
主
ご
す
る
農
業
が
高
度
資
本
主
義
経
済
の
金
過
程
中
に
如
何
に
入
込
み
つ
、
あ
る
か
、
叉
農
業
は
此
の

経
済
生
活
組
織
に
劃
し
て
如
何
な
る
殺
度
山
泊
磁
能
力
を
有
す
る
か
.
真
に
農
業
は
此

ω経
済
組
織
の
下
に
於
t

他
産
業
に
比
し
て
永
続
的
損
失
を
蒙
ら
古
る
や
否
や
等
の
見
地
よ
り
、
之
を
究
め
て
始
め
て
其
凶
異
相
を
理
解
し

得
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
農
業
な
る
も
の
は
何
れ
の
闘
に
於
て
も
保
守
的
傍
統
的
性
質
を
多
分
に
保
有
す
る
が
放

に
、
自
由
な
る
畿
日
出
に
就

τは
常
に
商
工
業

ω進
歩
仁
遜
る
、
を
常
ご
す
る
。
然
る
に
中
世
を
帥
腕
く
合
衆
国
に
在



τは
斯
る
農
民
の
保
守
性
は
比
綾
的
少
な
く
、
彼
等
は
新
時
代
の
何
た
る
か
を
理
解
し
全
力
を
皐
げ
て
之
に
順
臆

せ
ん
古
努
崎
、
意
識
せ
る
企
業
家
ぜ
な
わ
J

、
葉
の
生
産
版
画
貝
は
之
を
資
本
中
説
的
じ
統
制
せ
ん
ざ
努
め
て
ゐ
る
。

然
れ
ど
も
資
本
主
義
経
樹
が
後
肢
l
鋒
利
佐
原
則
ご
す
る
企
業
活
動
が
愈
々
費
展
す
る
ほ

r・
農
業
は
漸
次
等
闘

に
付
せ
ら
れ
、
人
t
資
本
正
は
商
工
業
に
向

τ流
れ
行
〈
を
兎
れ
難
い
の
で
あ
る
。
合
衆
聞
に
於

τも
農
業
は
英

の
本
来
の
性
質
よ
h
し

τ、
商
工
業
に
比
し
て
遜
色
な
註
を
得
な
い
の
で
ム
る
。
以
下
合
衆
同
農
業
が
如
何
に
資

本
主
義
化
せ
品
炉
、
叉
之
に
閥
迫
し

τ起
る
若
干
の
主
要
問
題
に
つ
い
て
少
L
く
論
及
す
る
ニ
正
、
す
る
。

ー..ー...

純
企
業
的
農
民
の
後
生
ご
北
の
資
本
主
義
的
精
一
岬

合
衆
同
農
業
開
拓
の
最
初
の
農
民
は
所
謂
開
拓
者
で
ゐ
る
。
彼
等
は
文
化
的
標
準
に
於

τは
先
住
イ
y
デ
ィ

T

V

民
族
ご
は
兵
な
る
も
、
其
の
物
質
的
紋
抽
出
に
就
て
は
殆
ん
ど
同
健
仁
し

τ、
小
地
域
の
土
地
骨
耕
す
外
に
漁
磁

を
も
行
ふ
花
。
彼
等
は
生
産
に
勤
し

τ工
夫
心
な
く
叉
節
約
心
な
〈
、
天
典
の
資
楓
以
外
に
何
等
的
資
本
を
も
有

せ
や
J

・
常
に
好
戦
的
精
品
仰
を
有
し
白
人
文
明
を
東
方
に
普
及
す
る
戦
闘
の
第
一
線
に
立
ち
、
従
て
遊
牧
的
じ

L
τ

永
住
性
に
乏
し
〈
次
に
古
ゆ
る
べ
き
農
民
階
級
に
謝
す
る
生
活
地
盤
を
開
拓
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
花
。
前
衛
た
る

4
a
-

，E
J

F

'

'

d

 

附
拓
者
仁
鋭
〈
も
り
は
耕
作
者
で
あ
っ

τ、
彼
等
は
居
住
地
の
不
健
康

ω化
め
叉
凶
作
の
勉
め
移
住
す
る
こ
Z
は

あ
る
も
・
一
般
に
氷
住
性
を
有
し
た
0

3
れ
戸
」
比
竣
的
幼
稚
な
る
農
業
経
替
の
た
め
、
殊
仁
生
産
物
の
版
寅
及
び

生
産
手
段
購
入
方
面
に
つ
い
て
才
能
を
繰
り
る
た
め
、
充
分
な
る
物
質
的
成
功
を
粛
さ
な
か
っ
た
の
は
常
然
で
あ

っ
花
向
元
来
合
衆
悶
じ
於

τは
政
治
上
仁
も
法
律
上
に
も
拘
束
な
(
経
務
的
活
動
も
極
め
て
自
由
な
与
し
結
果
、

試

苑

北
米
告
衆
闘
白
農
業
問
題

第
ニ
十
丸
巻

七

六
九
五

第
五
世

:--::ew 1) N. 5. B. Gras， A history of Agriculture in El1rope (lnd America， 
York. 1925-p. 350 
ihio. p. 353 
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北
米
合
衆
闘
の
農
業
問
題

銘
二
十
丸
山
百

第
五
抗

、L
A

、

ノ
J

ノ

プ

七

農
民
間
り
自
然
陶
汰
も
甚

rし
〈
.
経
滅
的
仁
無
能
な
る
前
両
農
民
階
級
は
一
次
に
来
る
ブ
京
一
糾
企
業
的
農
民
(
出
口
』

同町
H
H
O
E
P
-一
円
認
可
)
に
共
の
地
位
セ
譲
る
に
去
っ
た
。
此
叫
刊
の
企
業
的
農
民
は
耕
作
者
た
る
ご
同
時
じ
企
業
中
部
仁
し

て
、
川
刷
叫
州
に
注
円
す
る
ご
同
時
に
市
場

ω用
品
一
滅
的
世
動
に
も
よ
く
注
意
L
、
常
に
生
産
す
る
状
地
物
を

L
て
市
場

ω

軒
町
漢
に
巧
に
泊
合
せ
し
む
る
能
力
を
有
し
、
且
つ
資
本
・
を
所
宿

L
叉
之
を
調
達
す
る
能
力
を
も
布
す
る
も
の
で
ゐ

る。九合“此衆地閥山鹿比民の究古半杢伊全十+

Q
 

4

ム山

阪
仁
純
企
業
的
農
民
が
ん
官
栄
同
農
民

ω典
型
的
階
級
と
な
っ
セ
ご
い
ふ
事
官
は
、
彼
等
の
本
来
山
永
久
的
農
民

本
能
に
拘
ら
す
、
ア
メ
リ
カ
の
環
坊
に
依
て
強
〈
捺
印
。
つ
り
ら
れ
て
ゐ
る
こ
正
を
示
し
て
ゐ
る
。
-
開
彼
等
は
農

民
の
援
組
ご
し
一
1
何
を
立
除
す
る
で
あ
ら
う
か
。
彼
等
は
都
市
川
り
ア
メ
リ
ノ
カ
人
か
ら
些
か
も
旧
共
ら
古
る
農
民
内
一

品
開
純
で
あ
り
、
都
曾
人
正
同
一
の
衝
動
、
同
一
の
思
考
方
法
・
同
一
の
生
活
方
法
に
依
工
支
配
せ
ら
る
、
も

ωた

る
に
過
ぎ
な
い
o

彼
等
は
州
市
統
的
な
る
頑
迷
な
る
性
併

ω
も
の
に
あ
ら
す
、
樹
畢
み
第
一
に
同
省
利
本
位
に
し

τ簡
単

に
云
へ
ば
盆
々
商
業
化
百
れ
つ
、
ゐ
る
農
民

ω
典
型
で
ゐ
る
。
彼
等
は
本
来
土
に
育
〈
ま
れ
た
る
も
の
ご
し
て
・

商
工
文
明
に
反
謝
的
立
場
に
あ
る
べ
き
筈
な
る
に
、

W
H
放
は
之
に
反
l
世
帯
ろ
斯
る
文
明
の
一
部
を
な
す
も

ωで
ゐ

る
。
若
し
都
市
活
動
が
少
し
で
も
よ
り
多
〈
山
管
利
機
曾
を
拠
ふ
る
な
ら
ば
、
農
業
活
動
よ
り
都
曾
活
動
に
入

b
、
又
反
射
山
場
合
に
は
都
品
目
よ
り
農
村
に
移
る
も
の
に
[
て
、
布
利
己
考
へ
ら
る
、
場
合
に
は
利
得
を
得

τ田

畑
を
一
民
却
し
戒
は
之
を
賃
貸

L
τ
抑
制
曾
生
活
を
倍
む
こ
ご
を
敢
て
馳
附
す
る
も
の
で
は
な
い
、
。
斯
る
A
日
米
凶
島
氏
。

精
一
柳
的
特
徴
こ
そ
、
農
民
離
村
や
小
作
問
題
山
如
き
農
村
問
題
を
批
判
す
る
上
仁
重
大
な

ι役
目
を
な
す
も
の
で

ihid. p. 356 1) 



あ
る
。
斯
る
合
衆
岡
山
肱
業
山
移
動
性
は
究
の
市
場
資
か
ら
明
に
之
を
看
取
[
得
る
。
卸
も
毛
ン
タ
ナ
州
山
中
農
業
地
方

か
ら
の
報
告
に
憐
れ
ば
一
九
二
三
年
中
に
此
ゆ
地
方
~
疲
れ
も
農
業
移
住
者
六
十
九
人
中
、
二
十
三
人
は
阪
に
何

等
か
の
農
業
師
臨
時
酬
を
有
す
る
も
他
の
四
十
六
人
は
全
然
之
を
有
ゼ
す
、
葉
山
内
じ
は
二
人
の
品
川
阿
川
聞
の
音
楽
師
、

三
人
内
鍛
冶
屋
、
二
人

ω治
水
夫
冒
二
人
の
大
工
職
、
二
人

ω照
沓
業
者
、
三
人
の
牧
牛
者
一
人

ω船
舶
機
闘

手
.
一
二
人
の
居
酒
賠
主
人
、
一
二
人
の
者
一
蛾
等
を
合
ん
で
ゐ
る
。
叉
合
衆
国
に
於
て
一
九
二
二
年
に
自
作
農
民
の
司
ハ

%
、
小
作
農
民
の
二
七
M
W
は
共
山
耕
作
地
を
麓
克

L
、
更
に
令
衆
闘
の
十
地
か
の
調
査
の
綜
合
に
山
田
れ
ば
農
民
の

人
削
人
分
は
北

(ω
土
地
h
f
購
買
に
よ
っ
て
獲
得
し
、
一
日
間
二
分
は
相
続
結
婚
仁
よ
っ
て
取
得
L
て
ゐ
る
c

此
等
り

事
対
よ
h
L
l
介
衆
附
腿
業
内
伊
助
性
を
明
白
r
h

者
収

L
得
る
も
の
で
あ
る
。
定
に
現
代
の
ん
官
山
本
凶
鹿
川
出
企
支
配

す
る
も
仰
は
狂
暴
な
る
楼
利
心
で
ゐ
っ
て
、
之
に
由
て
農
村
内
卒
和
吉
安
旧
制

εは
会
〈
犠
牲
に
供
さ
れ
て
ゐ
る
。

合
衆
岡
農
村
生
活
的
最
も
重
大
な
る
文
化
的
快
陥
は
都
曾
文
化
よ
h
獅
立
せ
る
何
等

ω高
向
な
る
理
想
内
禁
法
し

居
ら
古
る
こ
ご
で
あ
る
。
農
村

ω老
若
男
女
を
悶
は
や
彼
等
に
魅
力
を
有
す
る
も
の
は
都
曾
の
提
供
す
る
も
の
以

外
に
何
物
も
存
せ
、
ざ
る
所
で
ゐ
る
o

グ

V

イ
の
云
ム
如
く
、
ア
メ
リ
カ
農
業
は
資
質
的
方
而
に
於
て
成
功

l
l然

保
件
な
る
成
功
で
は
な
い
が
ー
ー
を
牧
め
た
る
が
、
高
山
円
な
る
精
一
抑
的
方
一
刷
に
於
て
は
失
敗
、
然
か
も
無
保
件
な

る
失
敗
で
あ
ヲ
花
。

き
れ
ば
ア
メ
吋
ノ
カ
じ
於
て
は
都
曾
正
農
村
正
の
閉
じ
他
国
じ
於
け
る
が
如
、
主
総
量
溝
渠
を
有
ゼ
す
、

務
的
完
全
な
る
銚
如
こ
そ
農
民
を
市
接
都
曾
に
引
き
寄
せ
る
も
の
で
あ
っ

τ、
小
都
市
(
E
Z
)
は
農
民
共
同
生
活

の
中
心
に

L
t
大
都
市

(nS)
は
替
利
生
活
及
び
官
裕
階
級
享
幾
山
中
心
で
ゐ
る
o

都
市
山
副
業
界
が
立
(
的
周
回

事
ろ
村

説

苑

北
米
合
衆
闘
の
農
業
問
姐

七

停
二
十
九
谷

釦
草
枕

h

九
七

、y._~öpke ， Das .Agrarproblem _dc.r Vcreinigten S~机ten (in Ardliv fLi I 
Sozialwissenschaft iil吋 Sozialpolitik，58 Bancl白 3..Hcf.t. yJ27. S. 492.) 
l)roceedings of the Am_erican Ac山 leluyof PUliLic<l.1 ~cicnce. J~lllLmq 
1935. p. 47. 3) AgriclIltural YCZlrbook J933. p. )61 
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司主

五包

第
二
十
九
在

じ
回

、L
E
、

'
J
1
ノ一ノ

北
米
合
衆
岡
山
位
業
同
組

部
五
腕

の
農
業
進
歩
に
利
害
閲
係
を
有
す
る
が
如
〈
、
康
之
島
民
は
都
市
商
人
供
融
市
部
の
削
町
長
で
め
る
o

農
民
も
都
曾
人

も
同
一
し
り
精
紳
的
要
お
よ
り
な
る
が
故
じ
‘
印
も
雨
者
は
商
業
文
明

ω代
表
者
な
る
が
放
に
・
此
の
文
明
の
進
歩

に
謝
[
漣
脚
情
的
結
合
を
成
中
る
も
の
で
め
る
。
従
来
合
衆
国
に
於
℃
都
市
利
盆
に
謝
立
す
る
農
村
利
盆
の
確
立
を

唱
ふ
る
政
治
叩
出
動
が
、
永
鋭
的
成
功
を
牧
め
な
h
y

っ
た
の
は
這
般

ω事
情
に
基
〈
も

ωで
あ
る
o

合
衆
国
農
業
の
経
済
的
特
性

令
永
岡
山
農
業
は
上
惑
の
資
本
主
義
的
精
紳
に
基
い
て
綴
倍
き
る
、
が
放
に
、
多
〈
の
方
而
に
於

zr、
の
特
異

性
を
一
不

L
て
ゐ
b
o

印
も
農
民
は
自
己
の
業
務
を
単
に
笹
利
の
源
泉
Z
考
ふ
る
に
過
ぎ
歩
、
農
民
ピ
土
地
ピ
め
闘

係
も
阜
な
る
営
利
関
係
に
過
ぎ
す
、
此
的
関
係
は
何
時
に
て
も
解
除
さ
れ
得
る
が
故
に
、
土
地
的
国
叫
ん
街
な
る
動
産

化
が
起
る
。
次
に
農
業
以
市
場
経
済
に
入
込
み
全
(
市
場
法
則
に
依
て
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
て
市
場
生
産
が
宮
山

に
自
給
生
産
金
凌
封
、
一
九
一
九
年
に
農
家
に
於
て
直
接
消
費
さ
れ
た
る
も
の
は
農
業
総
生
売
物
の
ニ

0
・六

μ

(
純
子
飼
料
等
再
生
産
に
用
ゐ
ら
品
、
も

ωを
除
く
)
仁
過
ぎ
な
い
。
真
に
作
品
(
的
特
異
性
三
[
て
高
度
な
る
栽
培
の

特
妹
化
を
車
中
げ
得
る
o

之
は
一
疏
作
物
栽
培
(
0
2
日
O
唱

ω
三
宮
百
)
ご
し
て
特
筆
苫
品
、
一
附
で
あ
っ
て
、
農
家
の
消

殺
す
る
生
計
資
料
は
殆
ん
ど
近
隣
の
都
市
よ
り
之
を
仰
「
有
慌
で
あ
h
、
牛
酪
は
h
y

イ
λ

2

ン
シ
ン
州
よ
り
、
乾

酪
は
ミ
ヰ
y
タ
州
よ
h
、
肉
桁
酬
は

γ
カ
ゴ
の
屠
畜
場
よ
り
之
を
仰
が
ぎ
る
を
得
な
い
。
斯
〈
の
如
〈
作
物
が
一
一
純

で
あ
り
、
他
仁
作
物
を
北
端
せ
『
叉
加
工
も
行
は
さ
る
が
放
に
、
会
〈
臨
時
牧
入
な
(
矯
に
イ
縦
皆
信
用

ω需
要

を
増
加
し
従
て
市
場
ピ
の
結
合
を
一
一
般
緊
密
な
ら

L
め
、
ロ
市
場
の
動
揺
仁
劃
し
て
敏
成
ご
な
h
、
ρ

共

ω結
巣
生

Ropke， <l. a. O. S. 4-94・
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期
る
組
織
の
利
衝
は
総
畿
の
簡
単
化
、

4-
組
組
国
が
金
〈
貨
幣
経
済
的
精
一
珊
に
依
て
支
配
苫
阜
、
ニ
ご
、
な
る
o

合
理
化
を
構
成
し
、

一
虎
を
大
な
る
励
怖
に
曝
す
-
』
Z
、
な
'
り
、

有
利
な
る
張
気
に
際
し
て
は
法
外
の
利
得
を
塞
げ
得

る
ニ
己
、
な
品
。
然
札
け
ど
も
Hハ

ω反
而
に
於
工
期
る
特
殊
化
は
農
業
本
来
の
性
質
に
照
し
其
の
持
続
性
一
炉
工
業
に

比
し
て
劣
れ
る
た
め
、

結
局
土
地
養
分
の
貼
よ
ふ
り
考
へ
地
力
品
川
消
粍
せ
し
む
る
こ
ご
、
な
る
。

近
附
農
業
経
響
的

:
L
y
t卜
i

戸

JI
抜ド
y
列
仁

一
利
作
物
抗
措
よ
り

ω離
反
が
叫
ば
る
、
山
は
、

主
作
物

ω
倒
格
一
下
落
に
由
る
農
家
経
怖
の
川
市
捕
を

川
作
物

ω
牧
入
に
よ
ち
捕
は
ん
ピ
試
行
る
も
の
で
あ
る
o

然
れ
ど
も
此
の
黙
に
就

τも
困
難
が
起
る
も
の
で
あ
っ

一
¥
一
川
作
物
政
治
山
川
め
の
心
中
心
作
物
脱
出
反
別
川
縮
少
は
.
結
局
主
作
物
山
市
場
町
出
溢
?
"
本
質
的
じ
減
少
せ
十
[

て
・
凶
作
物
山
市
川
川
ケ
著
し
〈
仮
下
せ
!
む
る
結
果
ご
な
る
危
険
が
川
市
ん
で
ゐ

ι。
山
之
朋
な
る
が
如
(
、

イT
Jt 

其
の
資
本
主
義
的
経
済
へ
の
会
加
仁
依
旬
、

岡
山
凪
民
は
山
凶
に
於
け
る
少
L
P

ら
F
る
白
然
影
響
正
併
び
、

閥
的
h

農
業
よ
り
も

t
b
悲
し
く
市
場
内
鑓
動
に
鴎
き
れ
て
ね
る
。

司
L

J

L
v
t
u
 

於
て
如
何

ι池
肱
l
、

き
れ
ば
斯
る
農
業
が
此
山
資
本
主
義
的
環
境
に

又
如
何
に
不
利
eT
被
る
や
を
此
凶
に
於

τ明
白
に
知
bJ
得
る
の
で
あ
る
。

四

農
地
の
所
有
分
配
ご
経
営
の
大
丸
、

資
本
主
義
縦
隣
組
織
り
下
に
於
り
る
農
業
俊
民
傾
向
に
就
て
は
、
従
来
線
本
的
に
異
な
る
二
側
の
見
解
が
行
は

れ

τゐ
る
o

一
は
工
業
政
瓜
己
同
一
の
傾
向
、
印
ら
大
経
替
の
優
越
所
行
地
の
集
積
&
農
薬
に
於
て
も
之
ゐ
hノ

ピ
主
張
す
る
も
山
に
し
て
・
他
は
之
に
反
L
農
業
に
於

τは
小
規
模
生
産
が
其
の
基
礎
を
な
す
さ
主
張
す
る
も
の

で
ゐ
る
o
資
本
主
義
化
せ
る
合
衆
国
農
業
は
此

ω鮪
に
杭
て
如
何
な
る
傾
向
を
示
す
で
あ
ら
う
か
。

ω怯

第
二
十
九
巻

tコ
]j 

.. 
北
米
合
事
凶
の
良
業
問
題

ハ
九
九

第
五
枕

v日¥.Ritter， a. a， O. S. .14. S. 29 
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設

ilfi 

北
米
骨
揖
闘
の
農
業
問
題

停
二
十
九
谷

七
0
0

第
五
蹴

七
". ノ、

先
づ
所
有
地
の
分
配
に
就

τ見
る
に
、
合
衆
閥
政
府
は
向
康
大
な
る
闘
有
地
を
保
有
L
て
ゐ
る

除
き
み
一
一
陶
杭
間
的
一
割
九
分
)
0

之
に
各
州
及
び
都
市
の
所
有
地
合
合
す
る
ご
き
は
公
有
地
は
会
両
政
的
一
一
一
・
五
析

に
越
し
て
ゐ
る
。
詳
細
な
る
所
有
地
分
割
は
完
全
な
も
統
計
を
繰
〈
允
め
不
明
瞭
で
あ
る
。
金
耕
地
面
積
は
一
九

二
O
年
の
調
査
で
は
会
商
献
の
五

0
・
一
一
一
弱
(
一
九
二
五
年
仁
は
四
人
・
大
叫
と
で
あ
り
、
経
符
数
以
六
、
四
四
八
、
一
一
一

四
三
(
一
九
二
五
年
ド
は
六
、
三
七
一
、
六
一
七
)
で
あ
る
。
此
の
経
営
数
及
び
全
矧
地
面
訪
は
之
を
経
傍
の
大
手
仁

由

τ(所
布
地
的
大
手
じ
よ
る
分
数
を
快
く
)
分
類
す
れ
ば
左
衣
の
如
〈
で
あ
る
の

相
脳
挫
駐
(
一
千
を
早
位
と
す
)

ぺ

川

一

し

一

九

ほ

件

巳

日

比

区

一

は

民

K

一
|
一
九
エ
ー
カ
ー
事
一
、
ι
二、
ι

え
コ
一
一
三
十
美
、
且
一
=
、
ι

二
C
l四
九
ゲ
一
、
一
五
也
、
旦
三
、
生
一
、
同
一
回
、
回
一
一
=
一
、
一
一
一
一
、
き
一
品
、
主
三
、
呈

五
O

止
。
一
三
均
三
一
三
一
、
建
一
一
一
三
一
、
2
4
7一一一、主

u
u
u…
…
一
三
一
一
一
一
一
口
一
一
一
一
一
一
一
一
一
九
一
一
一
一
一

五
o
c
l九
九
九
ク
一
百
三
一
三
一
一
一
五
、
L

-
一
、
一
見
、
生
一
三

一0
0
0

以
上
空
一
口
、
A

一
吾
、
一
一
口
、
亘
一
、
且

(
ア
ラ
ス
カ
を

担

管

面

積

一昨一也
バ
口
、
一
一

一九七、一一
z
、4

(
百
崎
エ
ー
カ
ー
を

m位
と
す
)

一九一

o-
出
一
一
九
二
。

八、安二一、旦

A

、H
A

口、均

四
五
、
左
耳
、
一
一
一
見
、
耳
、
一

一口一、一旦一一、昔一一空晶、一一、一

一
一
塁
、
同
五
三
品
一
一
九
回
、
一
E
、四

一一A
託、一一ル一↓一口、-一七十円、ニ晶、〔〕

A

豆
、
ム
訂
正
一
角
、
一
口
口
、
一
口
、
日

一方昔、口
A

一
一
九
、
一
言
、
】
一
一
品
、
一

右
の
経
響
統
計
ピ
併
ん
で
、
自
作
経
倍
、
管
却
額
傍
及
び
小
作
粧
品
百
を
経
倍
数
及
び
都
倍
而
世
間
(
同
組
笹
山
大
吉

を
標
準
ご

L
て
は
示
さ
れ
得
な
い
)
に
就
て
分
類
す
れ
ば
左
表
の
如
く
で
あ
る
。

j九6
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組

此

官

形

相

国

ii計管

一
九
二
一
口
年
一

六

0
4一
一、一一

一一一八、一一

組

(
d
N

に
て
一
市
す
)

IJ、i争 FI

引一山!.1'1 

*!~ itf明記軍

岱喜子岱

1， 
二一六 10
三の六 10 耕
三両 ~I 年ま

ー而I
九積

一二 大 1--に
五六 λ10 就
J二年で

一一一一二ι一二二一I_~_ ITJ 

一割
九合

O 
'f' 

M

、同、、-、

J
a
F
J
a
F
d
'
 

荘
、
七

二
七
、
七

右
内
統
計
よ
り
二
倣

ω
結
論
が
引
山
吉
れ
る
。
卸
も
第
一
に
は
管
理
経
替
の
放
に
依
て
不
在
地
主
の
範
閣
を
知

り
得
る
こ
三
じ
ゐ
つ
工
、
之
は
経
経
口
数
に
関
し
て
は
培
加
せ
る
も
、
其
の
面
積
に
闘
し
て
は
減
少
を
京
L

F

し
ゐ

る
ω

第
二
に
知
h
得
る
一
附
は
小
作
縦
一
絞
り
年
々
の
増
加
で
あ
る
o

何
品
川
に
小
作
総
仲
間
か
椴
測
す
る
か
に
就
て
は
向

ほ
後
に
諭
す
る
こ
吉
、
す
る
。

右
表
よ
り
し

τ合
衆
凶
農
業
経
皆
ゆ
推
移
に
就
て
何
等
か
の
結
論
を
引
出
し
得
る
で
ゐ
ら
う
か
。
一
九
二

O
年

の
調
査
に
基
き
一
七
五
エ
ー
カ
ー
以
上
什
大
き
の
経
径
が
、
会
耕
地
属
官
の
六
一
了
七
%
を
占
む
る
一
品
質
よ
'
り
し

て
.
合
衆
国
は
大
農
経
盛
岡
正
な
れ

h
己
主
張
す
る
は
早
計
に
失
す
る
。
合
衆
凶
の
降
雨
表
を
一
見
す
る
な
ら
ば

此
的
結
論
を
直
も
仁
修
正
し
得
る
も
的
で
あ
る
。
印
も
特
に
乾
燥
地
帯
に
於
て
農
家
が
其
の
生
討
を
僻
む
縛
め
じ

は
成
大
な
晶
画
悩
を
必
要
ピ
寸
る
も
の
仁
し
て
、
此
の
事
貨
は
移
住
者
に
交
付
さ
れ
た
る
家
産
地
が
最
初
の
一
六

O
エ
ー
カ
ー
よ
り
、
三
ニ

O
且

1
カ
1
夏
に
六
四

O
エ
ー
カ
ー
に
引
上
げ
ら
れ
た
る
事
に
肉

τも
明
白
で
あ
る
。

他
方
じ
於

τ合
衆
岡
山
平
均
経
営
而
積
が
一
九
二

C
年
り
一
四
八
・
二
子
1
カ
1
よ
b
一
九
二
五
年
の
一
四
五
・
一
一

エ
ー
カ
ー
に
低
下
せ
る
事
よ
り
し
て
、
小
経
替
に
赴
〈
傾
向
を
有
す
正
も
断

ι待
な
い
。
蓋
し
濁
立
農
業
経
替
者

設

j1Jl 

北
地
合
衆
附
の
偉
業
問
題

部
二
十
九
谷

第
五
強

七
O 

L
いレし
M
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枕

施

熔
ニ

'r比
谷

"' 入

第
五
脱

北
米
骨
本
凶
の
操
業
問
問

七
O 

正
考
へ
ら
る
、
も
質
質
に
於
て
は
質
物
勢
貨
を
受
〈
る
に
過
ぎ
ざ
る
南
方
議
州
の
小
品
川
盆
小
作
経
替
が
苧
均
を
著

し
く
引
下
「
る
か
ら
で
あ
る
。
之
を
綜
合
す
る
に
合
衆
閥
農
業
粧
品
宮
内
典
型
は
中
農
的
家
族
経
楼
で
あ
る
ご
一
お
ひ

得
る
O

品
仰
の
経
営
而
肢
が
他
闘
に
比
し
て
比
較
的
大
な
る
は
、
経
営

ω粗
放
化
己
之
に
閥
漣
す
る
機
械
の
利
用
Z

に
基
〈
も

ωで
ゐ
る
。
之
に
肉
て
彼
等
は
自
家
勢
力
に
依
存
す
る
欧
洲
の
農
家
に
比
し
t-

よ
り
多
〈
の
所
得
を
獲

得

L
、
よ
h
一
荷
主
生
活
規
準
を
有
す
る
も
h

リ
で
め
る
。

合
衆
岡
山

vt地
政
策
4MH-

度
舛
倒
す
る
な
ら
ば
、
縦
挫
の
大
ち
を
決
定
す
る
要
素
は
何
で
ゐ
ら
う
か
。
此
際
直
ち

に
決
定
要
素
吉
し
て
現
は
る
、
も

ωは
農
業
努
働
問
題
で
ゐ
品
。
合
衆
闘
縫
業
は
工
業
仁
比
し
て
労
働
不
足
に
由

て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
移
民
の
制
限
正
之
じ
閥
漣
す
る
工
業
勢
貨
の
騰
貴
ご
は
盆
々
そ

ω不
足
を
甚

rし
か
ら
し
む

る
も
の
で
あ
る
。
世
人
は
此
の
事
情
よ
h
，
し
て
農
業
純
倍
は
漸
次
大
規
模

t
な
る
も
の
ご
主
張
し
て
ゐ
る
。
何
ご

な
れ
ば
工
業
の
綾
注
に
件
ふ
労
例
力
的
不
足
は
分
業
及
び
機
械
利
用
に
基
(
大
経
俸
を
促
す
か
ら
で
あ
る
。
世
人

以
玉
萄
森
放
端
的
耕
作
機
、
小
市
宮
山
机
培

ω播
州
機
、
打
殺
機
‘
棉
花
栽
培
内
摘
収
機
等
山
利
用
を
皐
げ
る
。
此
等

の
後
遠
の
背
後
に
於

τ勢
働
問
題
が
共

ω衝
動
を
輿
へ
、
路
管
軍
位
商
積
の
蹴
大
h
T
粛
し
、
佐
々
一
家
る
べ
き
工
場

的
農
場
(
明
日

g
q
p
B
)
に
つ
い
て
き
へ
云
匁
ず
る
。
然
れ
ど
も
斯
る
議
論
に
劃
し
て
は
農
業
経
笹
上
り
鮎
よ
り

無
僚
件
仁
一
賛
同
す
る
を
得
な
い
。
仙
組
じ

τ合
向
州
国
に
於
て
も
大
経
笹
は
労
働
能
率
に
闘
し

τ家
族
経
傍
に
劣
る
も

の
で
あ
っ
て
、
人
日
来
閥
農
業
が
経
済
事
情
的
限
迫
の
下
仁
、
規
則
的
な
る
輪
作
経
皆
、
牧
斎
を
件
ふ
耕
作
経
笹
に

移
る
に
従
ひ
愈
々
一
然
・
り
で
あ
る
o

努
力
不
足
が
従
来
的
農
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
Z
方
向
、
町
も
主
ピ

Lτ
自
家

妙
カ
に
依
存
す
る
家
族
組
倍
へ
の
方
向
が
|
|
移
民
制
限
に
依

τ比
較
的
勢
力
の
不
足
を
告
ぐ
る
秋
に
際
し
工

Iaylor， Agricultu日1Eco~omics.， p. 157 
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入
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於
て
は
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Waτren， Discussion for tbe Outlook of Agriculture by Nourse (in 
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化
す
る
正
は
考
へ
得
な
い
の
で
あ
る
。

E 

日
1
4
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F
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題

作

令
衆
国
ψ
小
作
制
度
は
土
地
自
由
挑
下
時
代
に
於

τ、
阪
に
著
し
き
範
囲
を
占
め
、

作
経
楼
は
み
占
経
畿
の
二
五
。
五
六
uw
に
注
l
て
ゐ
る
。
そ
的
経
の
後
肢
は
次
表
の
如
〈
で
あ
る
。

告
衆
凶
の
小
作
料
瞥
崎
加
の
比
山
中

程
肱
宮
町
(
%
)

蹴
(
V
N
)

地

倒
(
W
N
)

面

プ'[. Jt. jr.. カ

ニニ-_.u 

五 000

年年均一 '1三

三
七
・

o

三
人
二

一-一
λ

・ι?バ

=
七
J
n
一

凹
一
・
口

四
三
・
A

コ
一
引
・
四

三
九
・
五

回
一
一
一
・
六

小
作
経
営
は
其
の
相
謝
歎
に
於

τ、
相
封
的
面
肢
に
於

τ、
相
謝
的
地
舗
に
於
t
著
し
く
増
加
し
・

年
に
於
て
は
全
農
地
の
地
僚
の
約
字
分
、
耕
地
の
約
字
分
を
占
む
る
有
様
で
あ
る
。
此
の
小
作
問
題
を
理
論
的
仁

腕
宛
す
る
縛
め
に
は
小
作
経
替
の
地
理
的
分
布
を
明
に
す
る
こ
デ
竺
嬰
す
る
o

尚
之
合
衆
国
の
個
々
め
地
方
仁
於

り
る
小
作
分
布
川
り
極
め
て
不
規
則
な
る
を
知
り
得
る
で
ゐ
ら
う
。
即
も
小
作
経
笹
山
町
最
も
籾
密
な
る
地
方
は
南
部

の
棉
花
栽
培
地
帯
古
玉
萄
黍
栽
培
地
帯
己
で
ゐ
る
o

前
者
に
就
て
は
7

ロ
F
M夕
、
ノ
ウ
ム
カ
ロ
リ
ナ
、
バ
ァ
デ
ニ

ァ
、
グ
Y

A

Y

キ
ィ
、

-
7
V
ネ
ッ
セ
ー
を
隙
く
両
部
金
諸
州
に
於
て
、
小
作
経
笹
は
会
経
傍
の
字
以
上
を
占
的
、
チ

ヨ
デ
ア
州
に
於
工
は
六
六
・
六
併
に
も
及
ぶ
。
之
は
奴
隷
解
放
戦
後
、
奴
隷
を
主
な
る
財
産
ご
し
た
る
綿
花
栽
培
者

;tt. 
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問
題
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品止
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A 
O 

北
米
合
衆
岡
山
品
業
問
旭

第
二
十
九
岳

ヒ
O
四

端
正
械

が
北

(ω
資
本
を
喪
失
し
た
る
ご
、
従
来
り
奴
隷
を
共
山
り
催
努
働
者
正
し
て
使
役
す
る
こ
芭
の
困
維
の
た
め
、
経
幡
宮

地
を
細
分
し
て
分
盆
小
作
人
ご
し
て
栽
培
に
蛍
ら
し
の
た
る
に
由
る
。
彼
等
小
作
人
は
殿
藍
な
る
監
蹴
り
下
に
立

も
も
川
円
等
切
経
雌
償
資
本
を
も
ふ
併
せ
で
枇
曾
的
抑
制
隣
的
に
仰
M

四
百
れ
た
晶
、
質
物
勢
貨
を
受
〈
JO
勢
働
者
た
る
に

過
ぎ
な
い
。
後
者

ω五
萄
黍
状
培
地
方
た
る
ア
イ
オ

7
、
ノ
ウ
ス
イ
9
ノ
イ
、
東
部
す
・
7
1
ダ
コ
夕
、
ユ
ネ
プ
-
フ
ー

カ
及
び
中
部
カ
ン
サ
ス
に
小
作
総
借

ω多
量
は
小
作
経
訟
が
一
印
刷
作
物
裁
措
l
過
す
る
か
ら
で
あ
品
。

期
る
小
作
縦
笹
川
一
増
加
を
似
J
主
た
る
以
凶
正
し
て
充

ω
誠
一
引
市
引
を
車
中
げ
得
品
。
イ
附
川
戒
の
地
調
鵬
貨
を
抽
出
胡
唱

し
て
直
も
に
土
地
を
資
却
せ
中
，

l
て
、
賃
貸
に
由
て
之
を
保
持
せ
ん
ご
す
る
地
主

ω
思
惑
、
ロ
農
業
労
働
問
題
り

困
難
の
た
め
大
経
畿
を
分
割
し
℃
小
作
に
付
す
る
悦
行
.
山
戦
後
不
況
的
影
響
に
よ
り
従
来
自
作
曲
凪
だ
り
し
も
の

が
偵
縦
者
山
小
作
人
に
特
化
せ
る
こ
正
、

ι
特
殊
な
る
ア
メ

9
カ
の
相
綴
制
度
古
関
連
せ
る
所
調
農
業
階
坊
主
同
干

の

Z
E
E
-釦
含
旦
で
ゐ
る
。
之
に
就

τ少
し
〈
説
明
す
る
。

合
血
熱
闘
県
民
的
農
地
相
紛
制
度
仁
就
ー
は

?
?
1
F
7
4
v
氏
が
詳
細
に
論
越
す
40
所
で
ぬ
る
が
、
相
続
人
が

農
地
を
無
代
に
て
継
承
す
る
は
稀
で
あ
っ
て
、
多
〈
の
場
合
に
は
寧
ろ
相
紙
人
に
謝
す
る
資
却
又
は
賃
貸
に
由
て

行
は
る
、
も
の
で
ゐ
る
。
従

τ人
口
衆
国
に
於

τは
小
作
紙
管
は
多
〈
的
農
民
が
必
宇
経
過
す
る
所
の
一
階
梯
で
あ

る
。
合
衆
国

ω典
型
的
農
業
階
梯
は
農
民
チ
弟
、
農
業
務
働
者
‘
小
作
入
、
自
作
農
で
あ
っ
て
途
中

ω階
梯
は
向

上
心
ゐ
ゐ
農
民
が
必
要
な
る
資
金
正
経
験
記
を
準
備
す
る
段
階

t
L
て
役
立
つ
も
の
で
あ

ι。
斯
る
見
地
よ
り
考

ふ
れ
ば
合
衆
国
に
於
て
過
度
に
失
せ
ぎ
る
小
作
人
の
存
在
は
、
ぞ
れ
自
健
に
於
て
何
等
の
一
病
朕
正
考
ふ
る
を
得
な

い
。
会
小
作
人
の
二
三
川
刊
を
占
む
る
南
部
諸
州
ω
1
7
盆
小
作
を
特
殊
問
題
ご
し
て
分
離
す
る
な
ら
ば
、
此
園
に
於

'[aylor， ibid. p. 299 
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り
る
小
作
人
の
高
率
な
る
事
は
其
の
危
険
性
を
幾
分
失
ふ
も
の
で
め
る
。

R
7
盆
小
作
人
の
背
後
に
は
貧
窮
、

智
・
隷
副
刷
M
r

潜
ん
で
ゐ
品
。
然
る
に
裳
仰
の
地
方
仁
於
て
は
小
作
魁
傍
ご
貧
窮
ピ
は
決
し
て
決
し
て
同
一
視
せ
ら

れ
十
、
事
ろ
或
る
地
方
の
一
小
作
経
笹
は
他
地
方

ω
自
作
経
替
よ
り
も
繁
栄
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
之
は
殊
に
ア
イ

オ
ワ
州
に
於
て
安
嘗
す
る
所
で
あ
る
。
一
九
二

O
年
に
於

τ農
民
の
各
階
級

ω卒
均
財
産
は
、
分
益
小
作
人
に
於

て
は
コ
一
五
四
弗
、
其
他
の
小
作
人
に
於
て
は
問
・
一
一
二
五
品
開
、
小
作
品
車
自
作
に
於
て
は
三
一
・
入
二
九
弟
、
自
作
に

於
て
は
一
一
ユ
・
閲
七
六
弗
で
あ
る
。
要
す
る
に
農
民
の
大
部
分
に
封
し
て
は
小
作
及
び
自
作
は
別
個
の
階
段
を
形

成
せ
歩
、
寧
ろ
向
上
心
あ
邑
農
民
が
盤
L

リ
行
〈
一
階
梯
柁
る
仁
過
ぎ
な
い
。

然
れ
ど
も
説
家
斯
る
階
粉
山
田
弦
撃
は
漸
次
閥
釧
ピ
な
h
つ
、
、
め
る
ο
蓋
し
政
代
以
前
仁
於
て
此
農
民
は
農
業
階

梯
を
由
党
準
す
る
ζ

ど
に
よ
っ
て
察
易
に
所
有
権
を
獲
得
L
得
た
。
嘗
時
に
於
ー
は
地
債
低
安

ωた
め
之
は
易
々
た

る
も
の
で
あ
っ
た
む
然
る
に
其
後
山
漸
次
的
地
困
問
騰
貴

ω花
時
|
|
数
年
前
の
不
景
気
以
来
多
少
下
落
せ
b
Z
は

一
式
へ
|
|
盆
々
困
難
ご
な

b
、
土
地
な
き
農
民
は
農
地
に
劃
す
る
最
初
の
支
梯
を
な
す
た
め
、
多
年
に
亘
っ
て
充
分

な
る
資
本
を
蓄
積
せ
ね
ば
な
ら
向
。
此
的
困
難
は
各
農
地
の
卒
均
投
資
高
の
急
激
な
る
増
加
よ
b
し
て
明
白
で
ゐ

一
九
一

O
年
に
於
て
は
一
七
・

る
。
帥
も
ア
イ
オ
ワ
州
に
於
て
は
一
人
入

O
年
に
は
三
・
八
九
三
弗
で
ゐ
っ
た
が
、

二
五
九
弗
t
な
b
.

一
九
二

O
年
に
は
三
九
・
九
四
二
弗
に
上
っ
て
ゐ
る
。
此
の
結
果
は
小
作
人
の
平
均
年
齢
の

延
長
・
終
身
小
作
人
の
増
加
正
な
っ
て
現
は
れ
る
。
き
れ
ば
農
業
以
外
に
依
て
獲
得
せ
る
資
金
な
く
し
て
は
自
作

農
正
な
る
こ
己
は
盆
々
困
難
ピ
な
っ
て
ゐ
る
。
実
に
特
筆
す
べ
き
小
作
農
の
敏
陥
は
、
此
の
闘
に
於
り
る
生
活

ω

洋
動
性
古
関
連
せ
る
小
作
契
約
の
短
期
な
る
駄
で
あ
る
。
斯
る
事
情
が
土
地
生
産
カ
の
破
壊
を
促
す
こ
芭
は
明
白

設

苑

第
二
十
九
巻

λ 

北
米
合
草
岡
山
農
業
問
題

七
O
五

第
五
鵠

無
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第
五
抗

北
米
合
衆
国
の
農
業
別
題

都
二
十
九
谷

七
O
穴

で
ゐ
っ
て
、
殊
に
牧
者
を
伴
は
ざ
る
一
荷
作
物
状
培
制
ご
小
作
制
正
が
競
合
す
る
場
合
に
は
殊
に
然
h
で
あ
る
。

加
之
狩
動
的
な
る
小
作
集
刷
聞
は
産
業
組
合
へ
の
奉
加
を
困
難
な
ら
し
め
、
産
業
組
合
に
よ
る
生
産
及
び
牛
一
産
物
販

寅
の
統
制
を
破
接
す
る
も
山
り
で
あ
る
o

-'-，、

農
産
物
の
需
給
ご
北
(
の
調
節

今
日
ム
加
熱
闘
農
業
山
中
心
開
闘
を
な
す
も
り
は
、
何
故
に
牒
版
物
倒
格
が
其
山
生
産
襲
来
的
倒
防
脱
京
の
削
合

以
下
に
ゐ
る
や
の
問
題
で
め
る
。
一
般
に
承
磁
せ
ら
る
、
所
に
擦
れ
ば
、
農
産
物

ω世
界
市
場
を
金
盟
百
し
て
お

出
関
す
れ
ば
絡
調
的
過
剰
生
産
は
問
題
ご
な
ら
守
、
事
ろ
就
中
川
臥
洲
に
於
け
る
購
買
力
ゐ
る
需
要

ω減
退
-
』
ぞ
近
年

の
下
落
を
惹
起
せ
る
も
の
ご
苫
れ
て
ゐ
る
。
叉
戦
時
及
び
戦
後
の
好
況
の
刺
戟
に
由
h
、
農
業
生
庶
や
師
個
格
芭
出

費
正
じ
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
、
限
界
以
上
仁
蹴
張
せ
る
も
の
正
な
す
見
解
も
存
し
て
ゐ
る
。
夏
に
ナ

1
旦
の
一
五
ム

如
川
、
機
械
動
力
を
以
て
動
物
カ
に
代
へ
た
る
こ
ピ
も
、
農
産
物
需
要
減
少
-
に
幾
分

ω
影
響
を
興
ふ
る
も
の
で
あ

る。
A
T
目
標
語
ご
な
れ
る
農
産
物
過
剰
な
る
言
集
は
、
農
民

ω生
産
投
を
償
ふ
税
度
以
下
に
伺
格
を
下
落
せ
し
む

る
供
給
の
相
劃
的
過
剰
を
指
す
も
の
で
あ
る
o

農
業
に
於

τは
叫
出
身
斯
る
過
剰
が
費
生
す
る
も

ω
で
ゐ
つ

τ、
之
は
農
産
物
市
場
に
於
り
る
需
給
的
特
性
に
基

〈
も
の
で
あ
る
。
卸
も
需
一
嬰
に
闘

L
て
は
甚

r弾
力
性
仁
乏
し
き
た
め
、
キ
Y

グ
の
法
則
は
今
日
に
於
て
は
妥
嘗

せ
守
正
雄
も
、
共

ω田
骨
髄
た
る
供
給
の
縫
動
以
上
仁
債
格
が
騰
落
す
る
こ
ど
は
之
を
認
め
ゲ
る
を
得
な
い
。
一
九

一
一
一
年
の
合
衆
国
政
府
の
報
告
に
擦
れ
ば
年
産
九
百
高
欄
の
棉
花
股
穫
は
一
千
三
百
高
刷
山
政
雄
よ
ち
も
よ
ち
多

NOUfse， The Outlook for Agric111ture (in Journal of Farm Economics. 

Januarr 1927-p. 27') 
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Y

の
股
穫
よ
h
も
よ
り
多
〈
の

〈
の
牧
盆
を
栽
崎
者
は
奥
へ
、
七
億
プ
ツ

V

B

F

の
小
姿
股
穫
は
十
億
プ
ッ

V
エ

利
得
を
時
刷
川
レ
た
。
又
一
九
二
六
年
の
需
要
伝
越
ゆ
る
棉
花
の
大
豊
作
は
市
部
り
綿
花
栽
訪
者
に
四
俗
弗
の
損
失
を

来
た
し
た
。
新
る
農
産
物
内
需
要
的
非
碍
力
性
に
供
給
の
不
規
律
が
謝
立
す
る
。
先
第
一
に
人
類
の
制
御
!
得
3

る
自
然
出
船
磁
を
皐
「
べ
〈
事
之
は
農
業
に
特
有
の
も
の
で
ゐ
っ
て
、
殊
に
ア

J
Y
カ
に
於
り
る
務
測
し
得
3
る
早

魅
・
氾
雌
、
旋
風
及
ぴ
害
虫
後
生
は
斯
る
供
給
不
規
則
山
一
胤
闘
を
な
す
o

真
に
枇
曾
的
判
質
の
川
町
悶
正
し
て
は
償

格
動
揺
の
反
動
正
し
て
の
作
付
面
積
の
伸
縮
を
挙
向
、
べ
き
で
あ
る
。
之
が
煩
絡
に
危
険
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
所
以

は
、
凡
工
の
農
民
に
依
h
、
然
か
も
会
計
査
に
基
〈
統
制
な
〈

Lτ
符
は
る
、
縛
め
、
必
然
的
に
泊
度
な
る
限
度

合
越
ゆ
る
か
ら
で
ゐ
る
。
綿
花

ω債
権
鎚
動
芭
共
の
作
付
面
債
ピ
を
比
峨
す
る
に
、
一
九

O
四
年
乃
歪
二
阿
年
に

於
り
る
其
の
相
側
係
数
は

+
0・
九
四
に
し
て
小
変
の
夫
も
十

0
・九

O
以
上
で
ゐ
る
。
郎
ち
債
権
脱
落
ご
作
付
而

砧
伸
縮
正
叫
聞
に
密
接
な
る
相
聞
な
係
ゐ
b
、
然
か
も
有
利
な
る
水
準
に
煩
絡
を
安
定
せ
し
む
る
守
}
ご
な
〈
、
悲

劇
的
一
伴
を
以

τ過
剰
生
産
正
過
少
生
産
ピ
が
交
代
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
農
業
生
産
期
間
が
比
較
的
氷
き
に

め
、
農
産
物
ゆ
供
給
を
し

τ市
場
の
需
要
仁
迅
速
に
調
路
し
得
5
る
こ
ピ
、
併
に
農
業
生
産
範
凶
を
工
業
に
於
け

る
如
〈
迅
蓮
じ
仲
縮
L
得
古
る
こ
正
も
、
供
給
的
統
制
を
困
難
な
ら
し
め
る
。
夏
仁
農
産
物

ω耐
久
性
に
乏
し
き

こ
ど
も
共
的
理
由
山
一
に
敷
へ
得
る
。
要
之
農
産
物
情
要
の
非
弾
力
位
以
生
産
の
不
規
則
正
和
俊

τ、
現
代
資
本

主
義
環
境
に
於
り
る
農
業
の
越
路
牲
を
微
弱
な
ら
し
む
る
も
の
で
ゐ
る
。

以
上
は
各
農
業

ω特
殊
部
門
に
闘
し
、
其
の
特
性
よ
b
起
る
比
較
的
短
期
聞
の
生
産
過
剰
的
問
題
で
ゐ
る
が
、

今
日
合
衆
閥
的
農
業
仁
於

τは
比
較
的
長
期
に
一
旦
る
生
産
過
剰
が
存
せ
古
る
や
育
や
が
問
題
ご
な
っ

τゐ
る
o

然

れ
ど
も
此
の
問
題
は
・
決
し
て
マ

F

サ
旦
人
口
論
の
反
謎
E
し
て
引
用
さ
る
べ
き
も
の
、
従
て
鹿
屋
物
が
永
続
的
に

砂t

~ 

北
米
九
日
来
岡
山
農
業
問
題

第
二
十
九
谷

to七

銀
五
概

八
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重信

施

第
一
一
十
九
容

七
口
凡

"‘ 回

部
五
枕

北
米
合
衆
闘
の
民
業
川
園

下
落
す
る
傾
向
を
惹
起
す
る
ご
の
意
で
は
な
い
。
唯
戦
時
戦
後
の
好
景
気
に
基
く
殺
倒
騰
貴
の
た
め
、
今
日
の
毅

債
よ
り
考
へ
、
有
利
な
る
集
約
度
比
ぴ
耕
作
限
界
以
上
に
其

ω生
産
を
蹟
張
し
、
た
め
に
生
産
費
を
回
牧
し
得
ぎ

る
獄
態
を
指
す
仁
過
ぎ
な
い
。
新
る
限
界
地
も
今
後
内
農
業
技
術
の
進
歩
に
よ
り
其
の
生
民
投
金
低
下
し
得
る
Z

主
張

1
る
論
者
も
め
れ
H

己
も
、
如
何
な
る
科
度
に
之
が
成
功
す
る
や
M
H
甚
ぢ
疑
問
で
の
る
。
斯
る
限
界
地
は
寧
ろ

殺
物
栽
怖
を
厳
l
τ
林
地
仁
復
節
す
る
方
が
鋭
っ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

山
属
威
物
の
生
産
比

υ阪
ず
到
の
統
制
機
刷
正
し
て
、
今
日
合
衆
岡
山
産
業
組
合
が
如
何
な
る
功
蹴
を
悲
け
つ
、
、
あ

る
か
o

同
国
産
業
組
令
品
目
は
一
九
一
五
年
に
は
六
十
五
詩
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
五
年
に
は
二
百
七
十
誠
人
に

増
加
し
、
会
農
民
山
ど
二
分
り
一
以
上
を
包
察
し
・
会
農
産
物
り
五
分
り
一
を
版
資
し
て
ゐ
る
。
カ
ソ
フ
オ

w
-一ア

柑
揃
栽
培
者
の
版
麗
組
合
、
タ
イ
旦
コ

y
v
y
及
び
ミ
キ

y
タ
州
の
隣
農
組
合
的
成
功
は
特
筆
に
値
す
る
。
前
者

は
V

毛

y
栽
培
者
凶
九
割
五
分
、
オ
レ

y
ヂ
松
培
者
の
七
割
五
分
を
保
有
し
て
ゐ
る
。
然
し
棉
花
及
び
小
市
首
栽
培

者
組
合

ω
如
古
は
備
は
充
分
な
る
後
胤
を
議
げ

τぬ
な
い
。
従
来
り
組
合
活
動
は
去
E
し

τ版
貸
方
面
に
し

τ、

生
産
分
量
の
統
制
は
多
〈
の
場
合
組
合
白
樺
の
瓦
併
に
終
っ
た
。
英
の
原
因
に
就
て
は
組
合
は
倫
ほ
金
生
産
者
を

保
有
せ

5
る
が
故
に
・
組
合
内
生
産
制
限
は
徒
に
組
合
い
民
以
外
の
も
の
を
利
す
る
結
果
に
終
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

南
部

ω煙
草
栽
培
組
合
.
カ
リ
ノ
ア
オ
U
N

ニ
ア
の
術
萄
減
培
組
合
の
失
敗
は
其
の
寅
例
で
あ
る
。
生
産
統
制
に
成
功

せ
る
組
合
正
し

τは
西
部
に
於
り
る
陥
焼
組
合
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
(
詮
)
ω

(
註
)

躍
L

々
川
越
と
な
れ
る
マ
ク
ナ
リ
ィ
、
ホ
ウ
ゲ
ソ
法
案
(
宮
内
Z
P
4
回
目
戸
岡
市
ロ
出
口
=
白
妓
川
市
に
就
て
も
、
農
民
間
に
於
け
る
止
語
地
約
統
制
が

行
は
れ
ざ
る
限
り
、
植
め
て
民
間
て
あ
る
。

Nour田， ibicl. p. 21 
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七

農

副主

村

民

合
衆
国
に
於
げ
る
重
大
な
る
農
村
問
題
の
一
は
、
制
御
曾
化
、
工
業
化
の
槍
加
に
仲
ひ
惟
に
海
外
よ
b
の
移
民
が

都
市
に
集
中
す
品

ω
み
な
ら
す
、
農
村
か
ら
不
断
に
人
口
が
都
市
に
集
中
す
る
現
象
で
あ
る
。
一
七
九

O
年
の
国

勢
調
査
に
操
れ
ば
農
村
人
日
は
総
人
目
の
九
六
%
を
占
め
た
。
然
る
に
一
八
八

O
年
に
は
七

0
・五

μ
正
な
b
、

一
九
二

O
年
に
は
四
人
・
六
必
に
低
下
し
て
ゐ
る
o

寧
に
異
の
農
村
人
口
山
み
を
計
上
す
る
昨
は
一
九
二

O
年
に

は
全
人
口
内
四

0
・
一
川
市
川
に
過
ぎ
な
い
。
一
九
二

O
年
以
来
廃
業
従
業
者

ω訓
宜
が
行
ば
れ
た
る
が
、
之
に
爆
れ
ば

二
九
・
九
必
で
ゐ
っ
た
が
、
一
九
二
五
年
に
は
二
五
・
二
%
に
低
下
し
た
c
併
に
戦
前
一
九

O
O年
乃
至
一

O
年
に
三

百
詩
人
以
上
が
雌
村
し
、
一
九
二

O
年
乃
至
二
五
年
に
は
約
二
百
五
十
両
人
が
隣
村
し
わ
い
o

離
村
現
象
的
副
命
目
的

弊
害
，
に
し
て
旗
げ
ら
る
、
結
は
.
隣
村
者
中
に
は
多
〈
の
青
年
智
識
階
級
を
合
む
-
」
ご
で
あ
L

り
、
側
地
及
び
仰
胸
囲

の
如
〈
車
な
る
農
業
労
働
者
り
み
な
ら
す
、
小
作
入
、
自
作
農
を
も
合
ひ
も

ω
に
L
て
、
往
時
的
両
部
よ
り
東
部
、
ヘ

人
々
を
駆
っ
た
ご
同
一

ωバ
4
オ
ニ

7
1
精
紳
が
彼
等
の
子
孫
を
魅
惑
ぞ
持
つ
都
合
ヘ
ピ
駆
る
が
如
く
で
め
る
。

此
の
農
民
離
村
現
象
中
に
は
純
然
た
る
経
済
的
意
義
を
越
へ
柁
る
、
従
一
1
ア
J
P
カ
山
枇
曾
的
指
導
精
一
刊
を
反

映
す
る
過
粧
が
潜
ん
で
ゐ
る
。
如
何
な
る
闘
民
正
雄
も
ア
j

リ
カ
人
税
工
業
化
都
曾
化
仁
柑
命
づ
け
ら
れ
た
る

も
の
は
な
い
。
ム
(H
来
闘
に
於
て
は
人
々
は
土
地
、
農
村
ひ
い

τ農
業
に
謝
し
て
替
利
捌
係
以
上
の
精
紳
的
閲
係
が

存
し
て
ゐ
な
い
。
替
利
的
成
功
が
人
生
生
活

ω目
標
己
考
ふ
る
彼
等
に
ご
り
て
は
都
曾
ピ
回
合
ご
の
僅
か
な
る
営

利
の
差
が
、
彼
等
を
都
曾
仁
脇
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

斯
る
一
般
精
跡
的
根
底
の
上
に
農
民
隊
約
の
経
済
的
原
因
が
作
用
す
る
の
で
あ
る
。

置

第
二
十
丸
谷

七

O
丸

之
に
謝

L
て
カ
ア
グ
ァ

1

F、
ヨ玉

苑

北
米
令
車
凶
の
農
業
附
掴

銘
力
枕

此申調査て.は人口入千人以下山町村白肘fI者を陸村住民とする。
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view. Supplement 1-6， -1926. p. 157.) 4) lZopke， a. a. O. S. 128. 

1) 
2) 

3) 



北
米
合
衆
闘
の
操
業
川
蹴

は
次

ω二
原
闘
を
泉
げ

τゐ
る
。
イ
農
業
主
要
生
産
物
に
謝
す
る
需
要
が
、
人
口
増
加
を
除
外
し
て
考
ふ
る
な
ら

ば
、
其
の
品
目
燥
の
限
度
に
逮
せ
る
こ
己
で
あ
り
、
ロ
農
業
帥
労
働
者
一
人
蛍
り
の
生
産
力
が
著
し
〈
増
大
し
、
併
は

附
洞
古
都
も
増
加
し
得
る
可
能
性
あ
る
こ
ご
で
ゐ
る
。
国
民
の
官
が
増
加
す
る
も
.
若
し
人
日
明
加
な
き
も

ω
ご
す
れ

ば
、
主
要
農
産
物
に
謝
す
る
前
要
は
増
加
す
る
，
」
ご
な
〈
、
事
ろ
除
剃
所
得
は
他

ω
工
業
的
脅
修
日
仰
の
購
入
に
向

け
ら
る
、
こ
ご
は
エ
ン
グ
w
F
A

の
法
則
正
し
て
知
ら
品
、
所
で
ゐ
品
。
比
の
事
情
は
ん
官
栄
岡
山
牌
恭
山
機
械
利
用
に

よ
る
生
熊
者
一
人
政
h
J
の
生
政
世
の
増
加
戸
町
村
侠
て
・
牒
業
生
産
に
要
す
る
人
力
密
着
し
〈
減

ι得
る
可
能
性
を

典
へ
た
。
郎
も
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
二
五
年
迄
に
一
入
賞
り
の
生
産
量
は
四
七
似
の
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
。
農

業
能
率
が
増
加
す
る
に
肱
じ

τ、
農
村
人
口
が
減
退
し
て
ゐ
る
Z
す
れ
ば
、
カ
ア
ゲ
ア
!
の
云
ム
如
〈
農
業
機
械

化
に
依
る
農
業
努
カ
需
要
減
少
も
農
民
隣
村
の
一
原
因
ご
も
考
へ
ら
る
、
所
で
あ
る
。

前

第
ニ
十
九
谷

ー、、
J

F

 

第
五
腕

施

七
一

O
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=' 
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以
上
に
亘
て
合
衆
国
農
業
が
如
何
に
資
本
主
義
化
せ
る
か
、
叉
之
に
開
辿

L
て
起
る
若
干
の
主
要
問
題
仁
つ
い
γ

て
も
論
及
し
た
。
共
の
極
端
な
る
替
利
化
は
士
地
内
商
品
化
を
促
し
、
農
業
じ
浮
動
性
を
拠
へ
、
農
民
離
村
、
小

作
人
増
加
を
促
し
、
引
い
て
農
村
文
化
の
破
壊
じ
導
く
も
の
で
ゐ
る
。
殊
仁
市
場
を
本
位
さ
す
る
生
産
は
農
産
物

の
需
給
統
制
を
愈
々
必
要
な
ら

L
め
る
。
然
る
に
一
方
仁
一
於
て
農
業
経
替
の
極
め
て
大
多
数
な
る
吉
、
他
方
に
於

て
大
経
営
に
集
中
す
る
傾
向
の
存
せ
ぎ
る
事
愉
ご
は
、
工
業
方
面
に
於
け
る
如
き
カ
ル

7
1
ペ

ト

ラ

旦

ト

仁

由

る
市
場
統
制
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
。
弦
に
於
て
か
之
に
代
る
べ
き
統
制
機
関
ご
し
て
の
産
業
組
合
の
任
務
が
愈

土
亙
き
を
加
ふ
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
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